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世紀越えトンネル建設加速化市町議会協議会　中央要望実施

金田衆議院議員 国土交通省　吉岡技監
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“
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
”
青
森
県
と
秋
田
県
を
結
ぶ
、
国
道
１
０
３
号
鹿
角
市
大
湯
と
国
道
１
０
４
号
田
子
町
夏
坂
間
の
バ
イ
パ

ス
ル
ー
ト
（
一
部
、
ト
ン
ネ
ル
化
）
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、
青
森
県
田
子
町
と
秋
田
県
鹿
角
市
の
議
会
議
員
が
一
丸
と
な
り

早
期
着
工
へ
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
建
設
加
速
化
市
町
議
会
協
議
会

令和６年１月30日～31日
中央要望活動

青森県選出国会議員
津島淳　衆議院議員

青森県選出国会議員
木村次郎　衆議院議員

青森県選出国会議員
神田潤一　衆議院議員
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活
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般
質
問
／
施
政
方
針
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対
す
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質
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委
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動

P2〜P3

P4〜P5

P6〜P11

P12〜P13

P14〜P15



3

　

令
和
６
年
１
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
青
森
・
秋
田
両
県
選
出
国
会
議
員
・
国
土
交

通
省
へ
、
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
早
期
着
工
に
向
け
要
望
活
動
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
金
田

代
議
士
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
の
皆
様
に
は
、
多
忙
の
と
こ
ろ
時
間
を
作
り
今
後
の
活
動

へ
貴
重
な
御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

翌
日
の
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動
で
は
、
技
監
・
道
路
局
長
の
お
二
人
か
ら
今
ま
で

に
な
い
力
強
い
お
言
葉
を
頂
き
、
着
実
に
前
進
し
て
い
る
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。
青
森

県
、
秋
田
県
が
と
も
に
協
力
し
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
建
設
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
澤
口　

勝
）

　

秋
田
県
庁
建
設
部
長
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
秋

田
県
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
共
有
し
つ
つ
、
早
期
着
工
へ
向

け
て
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

令和６年１月18日　秋田県庁要望活動

国土交通省　吉岡幹夫　技監

国土交通省　丹羽克彦　道路局長

秋田県庁　建設部　部長
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容

　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形　

憲
男

椛
本　

義
見

宮
村　

尚
哉

欠
端　

則
夫

山
崎　

美
代
志

北
田　

騰

山
﨑　

一
義

菊
地　

健
二

中
平　

美
賀
子

澤
口　

勝

令和６年田子町議会第１回臨時会

議　案
第１号

○令和５年度田子町一般会計補正予算（第８号）について・・・物
価高騰対策やＣＡ冷蔵庫改修に係る補正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年田子町議会第２回臨時会

議　案
第２号

○工事請負契約の締結について・・・ＣＡ冷蔵庫改修工事に係る業
者との契約について

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第３号

○令和５年度田子町一般会計補正予算（第９号）について・・・Ｃ
Ａ冷蔵庫利用農家の減収補償に係る補正

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年田子町議会第１回定例会

議　案
第４号 ○令和６年度田子町一般会計予算について 原案

可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第５号 ○令和６年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第６号 ○令和６年度田子町後期高齢者医療特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第７号 ○令和６年度田子町介護保険事業勘定特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第８号

○令和６年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健
施設事業特別会計予算について

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第９号 ○令和６年度田子町水道事業特別会計予算について 原案

可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第10号 ○田子町老人福祉センターに係る指定管理者の指定について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第11号 ○田子町ガーリックセンターに係る指定管理者の指定について 原案

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第12号

○田子町職員定数条例の一部改正について・・・町長事務部局の内
訳における定数を撤廃し、部局内の人員配置の柔軟化弾力化を図る

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第13号

○議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に
ついて・・・青森県人事委員会勧告に準拠し、支給割合を改める

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

定
例
会

　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
１
日
か

ら
３
月
８
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
に
は
諸
般
の
報
告
、
議
案
の
上

程
・
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
の
一
般
質
問
に
は
３
名
の
議
員

が
登
壇
し
多
岐
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
か

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
は

２
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
は
議
案
の
審
議
、
議
案
の
付

託
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
は
、
議
案
の
審
議
、
議
員
提

案
、
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙
、
陳
情

の
付
託
、
議
員
派
遣
の
件
、
各
常
任
委
員
会

に
係
る
所
管
事
務
調
査
の
承
認
、
令
和
６
年

度
の
議
会
議
員
旅
行
命
令
を
議
長
に
一
任
の

承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

臨
時
会

　

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
29
日
に

開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
の
上
程
・
説
明
・
審

議
が
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
第
２
回
臨
時
会
が
２
月
９
日
に

開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
の
上
程
・
説
明
・
審

議
が
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
田
子
町
議
会
定
例
会

臨
時
会
あ
ら
ま
し

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4〜P5

P6〜P11
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議案
番号

議案等の採決結果
　件名と主な内容

　賛成・・・〇　　反対・・・×
　欠席・・・欠　　退席・・・退
　議長は採決に加わらないため・・・－

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

議決
結果

尾
形　

憲
男

椛
本　

義
見

宮
村　

尚
哉

欠
端　

則
夫

山
崎　

美
代
志

北
田　

騰

山
﨑　

一
義

菊
地　

健
二

中
平　

美
賀
子

澤
口　

勝

議　案
第14号

○田子町特別職の職員の給料等に関する条例の一部改正につい
て・・・青森県人事委員会勧告に準拠し、支給割合を改める

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第15号

○職員の給与に関する条例の一部改正について・・・青森県人事委
員会勧告に準拠し、支給割合を改める

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第16号

○田子町個人番号の利用に関する条例の一部改正について・・・条
例の語句を修正する

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第17号

○田子町介護保険条例の一部改正について・・・介護保険料の見直
しを行う

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第18号

○田子町社会教育センター設置及び管理条例の廃止について・・・
センターの解体に伴い廃止する

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第19号

○地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定について・・・改正に伴い条項ずれが生じるた
め

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第20号

○生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について・・・
水道法等による権限を厚生労働大臣から国土交通大臣へ移管される
ことにかかる改正

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第21号

○三八視聴覚教育協議会の廃止について・・・視聴覚教材等の環境
が大きく変化し、設置当初の目的が達成されたと感上げることから、
協議会を廃止する

原案
可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第22号

○令和５年度田子町一般会計補正予算（第１０号）について・・・
繰越明許費の設定、地方債の変更及び廃止、各種事務事業の確定見
込み及び精算

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第23号

○令和５年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４
号）について・・・各種事務事業の確定見込み及び精算

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第24号

○令和５年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）
について・・・各種事務事業の確定見込み及び精算

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第25号

○令和５年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健
施設事業特別会計補正予算（第４号）について・・・各種事務事業
の確定見込み及び精算

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第26号

○令和５年度田子町水道事業特別会計補正予算（第２号）につい
て・・・各種事務事業の確定見込み及び精算

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議員
提案
第１号

○田子町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定につい
て・・・田子町に対し請負の状況を公表することで透明性を確保す
る

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第27号

○特別災害による被害者に対する町税減免の特別措置に関する条例
の一部改正について・・・改正に伴い条項ずれが生じるため

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第28号

○令和５年度田子町一般会計補正予算（第11号）について・・・小
学校指導書教師用教材購入

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第29号

○令和６年度田子町一般会計補正予算（第１号）について・・・住
民情報システム改修

原案
可決 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ －

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
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協
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一 般 質 問

３月定例会では３月６日に一般質問が行われ、

３人の議員が町政について質問をしました。
内容は、質問した議員が要約し広報委員会が調整したものです。
ＴＣＶでは録画放送を行っていますので、ぜひご覧ください。

○欠端則夫議員・・・Ｐ７
　・自然災害への対処について
　・有害鳥獣駆除について

○北田騰議員・・・Ｐ８
　・予算編成について
　・防災対策について
　・ＤＸの推進について
　・世紀越えトンネルについて

○山崎美代志議員・・・Ｐ９
　・子育て負担軽減について
　・にんにくの振興について
　・肉用牛の振興について
　・みろく館について

一般質問って
？

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

議
員
活
動

P2〜P3

P4〜P5

P14〜P15

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
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委
員
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恐
れ
が
あ
り
、
応
急
処
置
を
円
滑
且
つ
的

確
に
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
、
町

長
が
本
部
を
設
置
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
町

長
が
本
部
長
、
以
下
副
町
長
、
教
育
長
、

各
課
長
、
消
防
団
長
が
本
部
委
員
と
な
り
、

参
与
と
し
て
三
戸
消
防
署
田
子
分
署
長
が

召
集
さ
れ
る
。

仮
設
ト
イ
レ
の
用
意
は
あ
る
か
。
な

け
れ
ば
買
う
気
は
な
い
か
。

仮
設
ト
イ
レ
は
用
意
は
な
い
。
保
管

場
所
と
劣
化
の
心
配
が
あ
り
用
意
す

る
気
は
な
い
。
リ
ー
ス
の
方
が
良
い
と
考

え
る
。避

難
所
の
間
仕
切
り
等
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
守
る
個
室
テ
ン
ト
の
よ
う
な
物

は
あ
る
か
。

間
仕
切
り
は
あ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
は
避
難
所
の
別
室
で
分
け

れ
ば
可
能
で
あ
る
。

町
長
及
び
参
与
の
方
は
非
常
食
を
食

べ
て
味
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
。

昨
年
の
熊
・
猪
・
鹿
の
捕
獲
数
と

捕
獲
方
法
は
。

有
害
鳥
獣
駆
除
で
熊
を
箱
罠
で
14

頭
、
12
月
か
ら
の
猟
季
で
熊
５
頭
、

猪
12
頭
、
鹿
３
頭
い
ず
れ
も
猟
銃
で
の
駆

除
、く
く
り
罠・
箱
罠
で
は
捕
れ
て
い
な
い
。

猪
や
熊
を
捕
っ
た
ら
報
奨
金
を
出
す

気
が
あ
る
と
い
う
が
、
本
当
に
行
う

の
か
。今

年
か
ら
予
算
を
取
っ
て
報
奨
金
を

出
す
つ
も
り
で
あ
る
。

狩
猟
従
事
者
は
ど
れ
だ
け
増
え
た

か
。

年
、
１
か
ら
２
名
免
許
を
取
得
。
合

計
銃
30
名
、
罠
３
名
位
で
あ
る
。

ト
ド
メ
を
刺
す
の
は
銃
で
か
。

当
町
で
は
全
て
銃
で
あ
る
。

止
め
刺
し
に
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

を
使
い
、
感
電
死
さ
せ
る
物
が
あ
る

と
い
う
が
、
当
町
で
は
用
意
す
る
気
は
な

い
か
。急

所
に
的
確
に
当
て
な
い
と
危
険
が

あ
る
の
で
考
え
て
は
い
な
い
。

避
難
所
と
そ
こ
の
耐
震
性
は
大
丈
夫

か
。

避
難
所
は
中
央
公
民
館
、
都
市
農
村

交
流
セ
ン
タ
ー
、
清
水
頭
地
区
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
、
上
郷
公
民
館
の
４
個
所

い
ず
れ
の
施
設
も
新
耐
震
基
準
を
満
た
し

た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
備
品
の
種
類
と
数
は
。

ア
ル
フ
ァ
米
、
１
０
５
０
食
、
飲
料

水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
４
０
０
本
の

他
、
ス
ー
プ
、
パ
ン
、
ゼ
リ
ー
、
乳
児
用

粉
ミ
ル
ク
、
各
種
オ
ム
ツ
、
衛
生
用
品
等

各
品
目
３
日
分
の
必
要
量
を
備
蓄
し
て
い

る
。

災
害
対
策
本
部
は
ど
の
よ
う
な
時
、

ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
成
り
立
つ

の
か
。町

内
に
災
害
が
発
生
又
は
発
生
す
る

ほ
ぼ
全
員
食
べ
た
こ
と
は
あ
る
。

繁
殖
初
期
の
春
か
ら
免
許
を
持
っ
た

者
に
捕
獲
許
可
を
出
せ
な
い
か
。

駆
除
期
間
は
熊
が
５
月
か
ら
11
月
、

猪
は
通
年
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
熊

が
指
定
管
理
鳥
獣
と
な
っ
た
場
合
、
関
係

法
令
等
の
改
正
後
通
知
が
あ
っ
た
際
に
は

速
や
か
に
対
応
す
る
。

ド
ロ
ー
ン
は
役
立
つ
の
で
用
意
出
来

な
い
か
。

ド
ロ
ー
ン
は
年
々
機
能
が
向
上
し
大

変
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
課
題

は
省
力
化
や
効
率
化
よ
り
も
、
駆
除
に
従

事
す
る
者
を
増
や
す
こ
と
の
方
が
急
務
と

考
え
て
い
る
。

数
頭
の
猪
を
一
度
に
捕
る
た
め
少
し

大
き
め
な
箱
罠
を
用
意
出
来
な
い
か
。

大
き
め
の
罠
で
捕
獲
を
試
み
助
走
を

つ
け
て
箱
罠
を
壊
さ
れ
た
事
例
が
あ

る
た
め
、
あ
ま
り
進
め
ら
れ
な
い
と
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
言
葉
が
あ
り
、
餌
付
け
と

誘
導
で
根
気
強
く
続
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
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事
業
の
見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
住
民
生
活
や
社

会
経
済
状
況
、
さ
ら
に
は
当
町
の
財
政
状

況
を
し
っ
か
り
認
識
し
た
う
え
で
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
効
果
的
に
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
新
規
事
業
に
つ

い
て
は
、
そ
の
必
要
性
の
精
査
を
実
施
し

た
。
既
存
事
業
に
つ
い
て
も
見
直
し
、
再

構
築
を
基
本
と
し
、
事
業
の
廃
止
や
縮
小
、

延
期
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
、
経
常
経

費
に
つ
い
て
は
、
特
定
財
源
を
伴
わ
な
い

事
務
事
業
に
お
い
て
、
配
分
額
の
上
限
を

設
定
す
る
な
ど
、
一
般
財
源
の
削
減
の
強

化
を
図
っ
た
。

次
期
田
子
町
総
合
計
画
策
定
に
向
け

て
第
６
次
田
子
町
総
合
計
画
の
総
括

等
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
町

の
現
状
把
握
と
分
析
・
評
価
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
課

題
の
整
理
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
の
検

討
を
行
う
た
め
に
必
要
な
予
算
を
計
上

し
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

等
を
鑑
み
、
適
宜
、
防
災
対
策
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

備
蓄
品
の
種
類
や
数
量
の
現
状
と
見

直
し
は
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
物
資
の
流

通
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
必
要

な
物
資
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

家
庭
並
び
に
自
主
防
災
会
組
織
等
で
準
備

す
る
自
助
に
よ
る
備
蓄
で
、
最
低
３
日
分
、

推
奨
１
週
間
分
準
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
町
が
準
備
し
て
い
る
公
助
に
よ
る

備
蓄
で
は
、
最
大
規
模
の
被
害
想
定
を
算

定
基
礎
と
し
、
被
災
者
の
避
難
生
活
に
必

要
な
物
資
を
備
蓄
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
必
要
な
品
目
の
備
蓄
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
予
算
は
、
４
期
目
初
年

度
の
重
要
な
予
算
で
、
編
成
に
あ
た

っ
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え
で
取
り
組
ん
だ

の
か
。町

の
財
政
状
況
の
一
般
会
計
に
お
け

る
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
町
税
等
の

自
主
割
合
は
20
％
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
こ
の
割
合
は
令
和
６
年
度
に
お
い
て

も
大
き
な
変
化
は
な
い
見
込
み
で
あ
り
依

然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
の
財
源
に
依
存

す
る
財
政
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
面

で
は
、
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
や
、
老

朽
化
し
た
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
経
費
等

が
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
物
価

高
騰
へ
の
対
応
に
係
る
経
費
の
増
も
見
込

ま
れ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
の
予
算
編
成

方
針
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
町
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
「
第
６
次
田
子
町
総
合
計

画
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
世
田
子

町
総
合
戦
略
」
の
推
進
、
ま
た
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
施
策
ご
と
の

目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
、
例
年
以
上
に

避
難
行
動
要
支
援
者
ご
と
の
「
個
別

避
難
計
画
」
作
成
の
取
り
組
み
と
、

こ
れ
に
伴
う
新
規
条
例
の
制
定
は
。

個
別
の
避
難
計
画
は
、
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
、
障
害
の

あ
る
方
の
う
ち
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難

行
動
の
優
先
度
が
高
い
と
さ
れ
る
方
に
つ

い
て
、
予
め
避
難
所
ま
で
の
支
援
者
や
避

難
先
な
ど
、
対
象
者
個
別
の
避
難
計
画
を

作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
町
の
保

健
師
や
町
内
介
護
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
か
ら
対
象
者
の

聞
き
取
り
を
行
う
ほ
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
な
が
ら
、
対
象
者
の
洗
い
出

し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
個
別
避

難
計
画
の
作
成
に
向
け
て
、
自
治
会
、
自

主
防
災
会
と
の
連
携
の
も
と
、
地
域
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
実
効
性
の
あ
る
も
の

に
な
る
よ
う
努
め
る
。
避
難
支
援
者
等
の

関
係
者
へ
の
情
報
提
供
に
伴
う
個
人
情
報

保
護
法
条
例
等
の
規
定
の
新
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
関
係
規
定
に
つ
い
て
所
要
の

整
備
を
行
う
。

能
登
半
島
地
震
の
発
生
に
伴
う
町
の

防
災
対
策
の
見
直
し
は
。

今
回
の
災
害
に
お
け
る
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
災
害
対
応
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将
来
的
に
指
定
管
理
者
と
な
り
得
る
団

体
と
し
て
位
置
付
け
自
主
運
営
し
て
い

く
た
め
に
は
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る

9

く
の
発
根
減
少
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
大
規
模
改
修
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
ん
に
く
農
家
へ
の
「
発
根
に
対
す

る
補
償
」
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
の

補
償
の
支
払
い
状
況
と
補
償
額
の
算
定
に

つ
い
て
は
。

補
償
金
の
支
払
い
状
況
は
、
令
和
６

年
２
月
６
日
現
在
、
町
が
提
案
す
る

補
償
額
に
合
意
し
た
方
、
89
名
中
76
名
で

約
５
千
万
円
ほ
ど
。
３
月
の
支
払
い
に
向

け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。
残
り
の
13
名

の
方
も
引
き
続
き
、
合
意
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
い
る
。

繁
殖
農
家
は
、
肉
用
子
牛
の
価
格
下

落
で
経
営
危
機
の
状
況
に
あ
る
が
、

田
子
牛
生
産
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援
策

の
考
え
は
な
い
の
か
。

町
は
、
他
に
比
べ
て
も
肉
用
子
牛
生

産
に
対
す
る
独
自
支
援
を
継
続
的
に

令
和
２
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
み

ろ
く
館
本
体
を
含
め
た
周
辺
一
帯
の

整
備
に
要
す
る
概
算
費
用
は
、
約
１
憶
７

９
５
３
万
４
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
今

後
の
み
ろ
く
館
の
管
理
・
運
営
は
、
将
来

的
に
指
定
管
理
者
と
な
り
得
る
団
体
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。
今
後
は
、
運
営
組

織
を
含
め
た
先
進
的
事
例
な
ど
を
参
考
に

本
施
設
の
活
用
及
び
管
理
運
営
方
法
な
ど

の
協
議
を
進
め
る
。

昨
年
の
12
月
の
一
般
質
問
の
答
弁

で
、
町
長
は
「
県
の
子
育
て
費
用
の

無
償
化
対
策
の
実
施
時
期
と
併
せ
て
、
来

年
度
早
期
の
実
現
を
検
討
す
る
」
と
言
っ

て
い
た
が
、
実
施
時
期
を
町
独
自
で
前
倒

し
等
、
検
討
の
結
果
と
方
針
は
。

県
の
当
初
予
算
案
が
成
立
し
た
後
、

速
や
か
に
情
報
収
集
や
協
議
・
検
討

を
行
い
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
の
小
中
学

校
給
食
無
料
化
を
実
施
し
た
い
。

Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫
の
大
規
模
改
修
に
至
っ

た
経
緯
「
発
生
原
因
な
ど
」
と
今
後

の
改
修
工
事
の
工
程
な
ど
に
つ
い
て
は
。

冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
以
上
の
異
常
気

象
と
経
年
劣
化
が
重
な
り
、
冷
凍
機

が
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
し
、
に
ん
に

実
施
し
て
い
る
た
め
、
新
た
に
町
独
自
の

支
援
を
創
設
せ
ず
、
現
在
の
支
援
対
策
の

活
用
が
重
要
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
田
子
牛
の
返

礼
品
選
択
割
合
状
況
と
、
そ
の
際
に

お
け
る
「
三
戸
・
田
子
牛
」
の
位
置
づ

け
と
定
義
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
、
総
務

省
告
示
に
お
い
て
総
務
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
三
戸
・
田
子
牛
」
は
、
町
内
及
び
近
隣

の
他
町
の
区
域
内
で
生
産
さ
れ
、
三
戸
畜

産
農
業
協
同
組
合
に
出
荷
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
町
内
に
お
い
て
返
礼

品
等
の
製
造
、
加
工
し
て
い
る
も
の
と
し

て
承
認
さ
れ
て
い
る
。

み
ろ
く
館
と
、
そ
の
周
辺
庭
園
な
ど

全
体
の
整
備
状
況
と
、
施
設
管
理
・

運
営
に
あ
た
り
、
町
か
ら
の
持
ち
出
し
等
、

整
備
費
及
び
今
後
の
み
ろ
く
館
の
利
用
に

つ
い
て
は
。

山崎 美代志 議員

質質

質質

質質

答答

答

答

答答

子
育
て
負
担
軽
減
に
つ
い
て

肉
用
牛
の
振
興
に
つ
い
て

み
ろ
く
館
に
つ
い
て

に
ん
に
く
専
用
Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫

改
修
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る

田
子
牛
の
返
礼
品
に
つ
い
て

子
育
て
政
策
と
農
業
振
興

及
び
、
み
ろ
く
館
の
運
営

に
つ
い
て

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

議
員
活
動

P2〜P3

P4〜P5

P14〜P15

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

予
算
特
別
委
員
会

P6〜P11

P12〜P13
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円
安
や
国
際
情
勢
に
左
右
さ
れ
に
く

い
産
業
経
済
基
盤
の
構
築
と
は
。

「
農
業
収
入
保
険
」
へ
の
加
入
促
進

と
、
に
ん
に
く
を
中
心
に
更
な
る
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
る
。

就
農
定
着
に
必
要
な
資
金
的
な
支
援

と
は
。

町
独
自
の
年
内
１
５
０
万
円
の
補
助

事
業
。

に
ん
に
く
産
地
の
気
運
の
醸
成
に
つ

い
て

記
念
式
典
を
通
じ
て
、
産
地
を
守
る

使
命
感
を
強
く
抱
い
た
。「
話
し
合

う
場
作
り
」
を
進
め
、
課
題
解
決
に
取
り

組
む
。

高
校
進
学
、
通
学
支
援
は
。

修
学
継
続
支
援
給
付
金
は
、
通
学
費

用
に
着
目
し
、
田
子
・
三
戸
間
の
バ

ス
定
期
券
約
16
万
円
の
半
額
８
万
円
。
下

宿
・
寮
に
入
居
し
て
い
る
高
校
生
を
持
つ

保
護
者
に
対
し
て
も
準
用
し
支
給
。

歩
道
の
な
い
道
（
丹
内
沢
）
の
解
消

策
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
相
互
乗
り
入

れ
や
、
安
全
な
歩
道
の
整
備
は
、
三

戸
町
や
関
係
機
関
と
合
意
や
解
決
に
至
る

こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

長
期
入
院
で
業
務
に
支
障
は
。

10
月
６
日
か
ら
11
月
８
日
ま
で
入

院
。
肝
臓
の
働
き
低
下
、
週
３
回
、

二
戸
市
の
病
院
に
て
透
析
。
県
選
出
国
会

議
員
へ
の
陳
情
を
行
っ
た
翌
日
の
国
土
交

通
省
へ
の
陳
情
は
、
副
町
長
へ
お
願
い
し

た
。

畜
産
業
の
対
策
は
。

田
子
牛
産
地
形
成
事
業
を
６
年
度
も

計
上
し
、
新
年
度
も
実
態
分
析
を
行

っ
た
う
え
で
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

尾形 憲男 議員

質

質

質質

質質質

答

答

答答

答答答

健
康
不
安
？

公
務
に
影
響
は
？

体
調
良
好
　
政
務
に
意
欲

各
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

教
育
支
援
に
つ
い
て

施政方針に対する質問について施政方針に対する質問について
施政方針とは、町長 施政方針とは、町長 が町政の基本方針やが町政の基本方針や
政策について明らか政策について明らか にするものです。にするものです。

田子町のよりよい発展のために
尽力していただきたい

田子町の基幹産業の一つでもある、
重要な畜産業への施策は

バス停までの道も歩道がないが、
バス停がある場所もスペースがない状態

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4〜P5

P6〜P11

P12〜P13

P14〜P15
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各
種
交
流
活
動
や
地
域
活
動
に
支
援

と
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
か
伺
う
。

生
き
が
い
と
や
り
が
い
に
満
ち
た
生

活
が
営
め
る
よ
う
、
地
域
の
方
が
気

軽
に
集
ま
る
場
と
し
て
、
サ
ロ
ン
活
動
を

推
進
し
、
活
動
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
や
各
種
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
を
対
象
に
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
支
援
事
業
」
や
、
ソ
フ
ト
事
業
の
「
地

域
づ
く
り
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る

の
で
、
補
助
金
や
助
成
金
を
地
域
の
た
め

に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

産
業
や
観
光
、
そ
の
他
分
野
で
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
八
戸
・
能
代
間

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
の
市
町
村
長
や
二

戸
市
長
に
、
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
の
早
期

実
現
に
向
け
て
、
協
力
要
請
活
動
を
行
う

考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

近
隣
市
町
村
の
行
政
機
関
・
商
工
観

光
関
連
団
体
と
連
携
し
、
課
題
や
資
源
の

掘
り
起
こ
し
等
を
共
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
、
三
八
圏
域
市
町
村
、
二
戸
市
、
八

幡
平
市
等
と
の
交
流
の
中
で
、
連
携
を
強

化
し
、
地
域
全
体
で
の
要
望
の
声
を
大
き

く
し
て
い
く
事
が
重
要
な
た
め
、
協
力
要

請
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
活

動
方
針
や
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
バ
イ
パ

ス
が
必
要
だ
と
強
く
訴
え
て
い
く
た
め
、

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
世
紀
越
え

ト
ン
ネ
ル
の
早
期
着
工
に
向
け
た
要
望
活

動
を
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
心
の
豊
か
さ
」「
心
豊
か
な
営
み
」

を
共
有
す
る
こ
と
と
は
ど
ん
な
こ
と

な
の
か
伺
う
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
活
動
が

制
限
さ
れ
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

希
薄
化
し
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
経
済

的
な
回
復
や
心
の
満
足
度
を
回
復
さ
せ
る

に
は
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
力
し
合
い
、

手
と
手
を
携
え
て
、
共
に
信
頼
し
合
い
、

助
け
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目

指
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、「
各
産
業

の
活
性
化
」、「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
保
健
・
医
療
・
福

祉
」、「
子
育
て
・
教
育
」、「
防
災
・
減
災
・

環
境
」
の
五
つ
の
視
点
か
ら
事
業
実
施
に

取
り
組
ん
で
行
く
。

「
に
ん
に
く
音
頭
」
を
、
に
ん
に
く

三
大
ま
つ
り
や
盆
踊
り
大
会
等
で
の

活
用
、
田
子
町
民
憲
章
の
実
践
を
す
る
た

め
つ
く
ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
賛
歌
」
を
成

人
式
、
新
年
を
祝
う
会
、
町
の
研
修
会
等

で
流
す
な
ど
、
田
子
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
出

来
た
ら
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

「
に
ん
に
く
音
頭
」
は
、
以
前
は
に

ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
の
前
夜
祭
や

収
穫
祭
等
で
踊
り
を
披
露
し
盛
り
上
げ
て

い
た
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
賛
歌
」
は
、

以
前
、
女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
パ
ザ

パ
」
に
よ
り
、
成
人
式
等
で
披
露
し
て
い

た
。
現
在
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
は
特
に
活
用

は
し
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
、
に

ん
に
く
三
大
ま
つ
り
や
盆
踊
り
な
ど
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
の
紹
介
を
含
め
活
用
で
き

る
か
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

山﨑 一義 議員

質

質

質

質

答

答

答

答

魅
力
あ
ふ
れ
る
田
子
町
を
目
指
し
て

安
心
・
安
全
な
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

施政方針に対する質問について施政方針に対する質問について
施政方針とは、町長 施政方針とは、町長 が町政の基本方針やが町政の基本方針や
政策について明らか政策について明らか にするものです。にするものです。

県選出国会議員を中心に、関係各所
に必要性を継続して要望する

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
、
今
、

田
子
町
の
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4〜P5

P6〜P11

P12〜P13

P14〜P15
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限られた 予算の中で、これからを見据えた
 町政運営を期待し令和６年度予算を可決！！

一般会計　歳出

総額：50億円（前年比 /100.1％）

主な歳出（抜粋）

　　総務費	 ９１６，６８０千円

　　民生費	 １，０６５，７１６千円

　　衛生費	 ５３８，５０７千円

　　土木費	 ４８７，６５５千円

介護保険事業
歳入：９億３８８０万円
歳出：９億３８８０万円

後期高齢者医療
歳入：９０１０万円
歳出：９０１０万円

診療所及び老健施設
歳入：４億６５２０万円
歳出：４億６５２０万円

総務費
18%

民生費
21%

衛生費
11%

農林水産業費
8%

商工費
5%

土木費
10%

消防費
5%

教育費
9%

公債費
11%

その他
2%

タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、
プ

ラ
ザ
３
１
１
万
増
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
４

８
３
万
増
し
て
い
る
が
理
由
は
？

プ
ラ
ザ
は
非
常
灯
と
駐
車
場
の
白
線

を
委
託
料
へ
追
加
し
て
い
ま
す
。
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
定
期
昇
給
分
と
無
停
電

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
施
設
管
理
、
周
年
記

念
の
イ
ベ
ン
ト
用
経
費
で
す
。

定
住
移
住
促
進
費
に
つ
い
て
支
援
補

助
金
と
し
て
３
２
０
万
の
計
上
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
る

か
、
ま
た
、
移
住
し
た
実
績
は
？

主
に
県
の
補
助
金
と
な
り
実
施
は
令

和
元
年
と
な
っ
て
お
り
、
財
源
は
地

方
創
生
交
付
金
で
す
。
支
援
条
件
は
様
々

あ
り
ま
す
が
、
夫
婦
世
帯
で
１
０
０
万
円
、

単
身
世
帯
で
は
60
万
円
、
ま
た
、
移
住
さ

れ
た
世
帯
に
18
歳
未
満
の
方
が
い
る
と
加

算
と
し
て
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
が
主
導
と
な
り

チ
ラ
シ
な
ど
の
作
成
、
配
布
す
る
他
、
役

場
窓
口
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
で
す
。
田
子
町

の
実
績
は
な
し
と
な
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
と
協
定
を
結
ん

で
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？　

今
後
、
ど
う

す
る
の
か
？

将
来
の
人
員
不
足
に
対
し
て
海
外
の

力
を
必
要
と
し
た
と
き
の
こ
と
を
考

え
、
信
頼
性
の
高
い
人
材
を
確
保
す
る
た

め
、
現
地
の
大
学
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
と
、
黒
に
ん
に
く
サ
ミ
ッ
ト
で

も
顔
合
わ
せ
を
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
い

理
由
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は

国
際
交
流
を
中
心
と
し
た
計
画
案
を
提
出

し
た
矢
先
、
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
渡
航
で
き

な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
裁
ち
切
れ
し

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
十
分
に
検
討
し
、

交
流
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

有
害
鳥
獣
報
償
費
に
つ
い
て
種
類
と

金
額
は
？

大
型
鳥
獣
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
熊
、

イ
ノ
シ
シ
、
鹿
と
な
り
、
１
頭
あ
た

り
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

質質 答答

主
な
質
疑
応
答

山
﨑
一
義
　
委
員

山
崎
美
代
志
　
委
員

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動
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令和６年度予算特別委員会 限られた 予算の中で、これからを見据えた

一般会計　歳入

総額：50億円（前年比 /100.1％）

　自主財源	 ５９２，０８６千円

　依存財源	 ３，７１０，６２６千円

　その他	 ６９７，２８８千円

令和６年度当初予算について、予算特別委員会を設置し、３月６日
から８日までの日程で審査しました。委員長に尾形憲男議員が、副
委員長に欠端則夫議員が選出され、厳正な審査が行われました。

収益的収入及び支出
歳入：１億６３７７万円
歳出：１億６３６０万円

国民健康保険事業
歳入：７億６８００万円
歳出：７億６８００万円

資本的収入及び支出
歳入：２億４８６５万円
歳出：３億３４００万円

企業会計（水道事業） 特別会計

地方交付税
47%

地方譲与税
2%

町債
8%

その他
14%

町税
9%

諸収入
2%

国庫支出金
8%

県支出金
6%

地方消費税交付金
2%

分担金及び負担金
1%

タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
、
プ

ラ
ザ
３
１
１
万
増
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
４

８
３
万
増
し
て
い
る
が
理
由
は
？

プ
ラ
ザ
は
非
常
灯
と
駐
車
場
の
白
線

を
委
託
料
へ
追
加
し
て
い
ま
す
。
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
定
期
昇
給
分
と
無
停
電

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
施
設
管
理
、
周
年
記

念
の
イ
ベ
ン
ト
用
経
費
で
す
。

定
住
移
住
促
進
費
に
つ
い
て
支
援
補

助
金
と
し
て
３
２
０
万
の
計
上
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
る

か
、
ま
た
、
移
住
し
た
実
績
は
？

主
に
県
の
補
助
金
と
な
り
実
施
は
令

和
元
年
と
な
っ
て
お
り
、
財
源
は
地

方
創
生
交
付
金
で
す
。
支
援
条
件
は
様
々

あ
り
ま
す
が
、
夫
婦
世
帯
で
１
０
０
万
円
、

単
身
世
帯
で
は
60
万
円
、
ま
た
、
移
住
さ

れ
た
世
帯
に
18
歳
未
満
の
方
が
い
る
と
加

算
と
し
て
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
が
主
導
と
な
り

チ
ラ
シ
な
ど
の
作
成
、
配
布
す
る
他
、
役

場
窓
口
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
で
す
。
田
子
町

の
実
績
は
な
し
と
な
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
と
協
定
を
結
ん

で
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？　

今
後
、
ど
う

す
る
の
か
？

将
来
の
人
員
不
足
に
対
し
て
海
外
の

力
を
必
要
と
し
た
と
き
の
こ
と
を
考

え
、
信
頼
性
の
高
い
人
材
を
確
保
す
る
た

め
、
現
地
の
大
学
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
と
、
黒
に
ん
に
く
サ
ミ
ッ
ト
で

も
顔
合
わ
せ
を
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
い

理
由
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は

国
際
交
流
を
中
心
と
し
た
計
画
案
を
提
出

し
た
矢
先
、
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
渡
航
で
き

な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
裁
ち
切
れ
し

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
十
分
に
検
討
し
、

交
流
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

有
害
鳥
獣
報
償
費
に
つ
い
て
種
類
と

金
額
は
？

大
型
鳥
獣
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
熊
、

イ
ノ
シ
シ
、
鹿
と
な
り
、
１
頭
あ
た

り
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

質質 答答 菊
地
健
二
　
委
員

欠
端
則
夫
　
委
員

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4〜P5

P6〜P11

P12〜P13

P14〜P15
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八戸圏域連携中枢都市圏（八戸都市圏スクラム８）市町村が連携し八戸圏域連携中枢都市圏（八戸都市圏スクラム８）市町村が連携し
生活機能等の充実を図り魅力あふれる地域作りを推進生活機能等の充実を図り魅力あふれる地域作りを推進

令
和
６
年
１
月
30
日　
二
戸
市
、
三
戸
町
、

田
子
町
議
会
議
員
協
議
会
調
査
研
究
活
動

令
和
６
年
２
月
６
日　
連
携
中
枢
都
市
圏
の

形
成
に
関
す
る
講
演
会

　

二
戸
市
、
三
戸
町
、
田
子
町
議
会
議
員
協
議
会
と
は
、
市
・
町
の

地
域
を
越
え
た
広
域
行
政
に
関
す
る
調
査
研
究
や
自
治
の
振
興
発
展

に
関
す
る
調
査
研
究
、
会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

八戸圏域は、平成21（2009）年９月に定住自立圏形成協定を締結し、平成29八戸圏域は、平成21（2009）年９月に定住自立圏形成協定を締結し、平成29
（2017）年３月には、連携中枢都市圏へと発展的に移行し、「地域の個性が輝（2017）年３月には、連携中枢都市圏へと発展的に移行し、「地域の個性が輝
き自立した八戸圏域」を目指すべき将来像として掲げ、「圏域全体の経済成き自立した八戸圏域」を目指すべき将来像として掲げ、「圏域全体の経済成
長のけん引」、「高次の都市機能の集積・強化」、「圏域全体の生活関連機能サ長のけん引」、「高次の都市機能の集積・強化」、「圏域全体の生活関連機能サ
ービスの向上」に関する取組を着実に進めてきました。八戸市(連携中枢都ービスの向上」に関する取組を着実に進めてきました。八戸市(連携中枢都
市)、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町市)、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町

歴史がつなぐ広域的な交流を、
未来のために紡ぎ継続する力へ！！

（尾形　憲男）

人口減少している今だからこそ、近隣市町村
が一丸となり前進しなければならない

（北田　騰）

二戸市、三戸町、田子町は南部氏の
城で繋がる交流圏！！

（欠端　則夫）

人口減少社会を、どう乗り越えるか！！
（山﨑　一義）

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4〜P5

P6〜P11

P12〜P13

P14〜P15
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議会を傍聴しませんか！！

３月定例会後の主な議員活動と予定
※追加、変更がある場合があります。

○６月 ７月

　田子町では３月に第１回定例会、６月に第２回定例会、９月に第３回定例会、
１２月に第４回定例会が行われ、随時、臨時会が開かれます。定例会は一般質問
を含め会期中は、基本的に傍聴することができます。
　※開会は前月末に行われる場合があります。
　※ＴＣＶでは編集して放送しています。
　※会期日程については田子町役場ホームページをご覧下さい。

地方議会議員の活動は、単に本会議（定例会・臨時会等）などの会
議に出席し、議案の審議などを行うだけでなく、当該地方公共団体
の事務に関し調査研究するための研修会等の活動や、住民代表とし
て住民意思を把握するための活動等、広域的かつ多岐にわたります。

議員辞職のお知らせ

　令和６年４月２２日付けで、北田騰議員から令和６年５月２日をもって辞職する旨の辞職願が提出
され、地方自治法第１２６条但し書の規定に基づき、議長において４月２５日付けで、５月２日に田
子町議会議員の辞職する旨を許可しましたので、お知らせします。

会議等の名称 派遣場所 派遣期間 派遣議員

世紀越えトンネル建設加速化市町議会協議会要望活動 秋田県 １月18日 澤口・尾形

「まるで、ワンダーランド。セミナー」 八戸市 １月26日 山﨑（一）

二戸市・三戸町・田子町議会議員協議会調査研究活動 二戸市 １月30日
尾形・欠端
山﨑（一）・菊地

第２９回連携中枢都市圏の形成に関する講演会 南部町 ２月６日
澤口・尾形・北田
山﨑（一）・菊地

第３８回三戸町及び田子町教育研究協議会委員会議 三戸町 ２月22日 澤口・北田

・第２回定例会
・総務文教常任委員会視察（多古町）
・県議長会臨時総会

・第１回定例会
・県下町村議会議員研修会（青森市）
・決算審査

議員活動出席状況
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
活
動

定
例
会
／
審
議
結
果

一
般
質
問
／
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

予
算
特
別
委
員
会

議
員
活
動

P2〜P3

P4〜P5

P6〜P11

P12〜P13

P14〜P15
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発
行
・
編
集
責
任
者　
　
　

　

議
長　
　
　

澤
口　
　

勝

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

（
１
１
９
号
）

　

委
員
長　
　

宮
村　

尚
哉

　

副
委
員
長　

北
田　
　

騰

　

委
員　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　
　
　
　

欠
端　

則
夫

　
　
　
　
　
　

山
﨑　

一
義

執
筆
協
力

　
　
　
　
　
　

山
崎
美
代
志

　

元
日
か
ら
能
登
半
島
地
震

等
が
あ
り
不
安
な
年
明
け
と

な
り
ま
し
た
。
２
月
、
３
月

と
逆
転
し
た
様
な
天
候
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
現

議
員
も
３
月
定
例
会
が
終
わ

り
決
算
～
予
算
特
別
委
員
会

と
一
巡
し
ま
し
た
。
令
和
６

年
度
予
算
成
立
、
新
年
度
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
春

の
訪
れ
と
共
に
良
き
ニ
ュ
ー

ス
が
届
き
ま
し
た
。
大
相
撲
、

尊
富
士
の
記
録
に
残
る
平
幕

優
勝
。
田
子
町
も
尊
富
士
の

ス
ピ
ー
ド
に
負
け
ず
、
予
算

の
執
行
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
議
会
も
ふ
ん
ど
し
を

締
め
直
し
令
和
６
年
度
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
尾
形　

憲
男
）

つ
ぶ
や
き

・以前、特集を組ませていただきましたが、そこから、田子町に対する第一印象から
変化はありましたか。

　移住当初、町内では様々な事業者が倒産、閉店し、活気が失われていたような気が
していました。仕方ないことだと思いますが、新しいものが出てきていないという状
況がより活気を失わせていたように思います。あれから時間もたち、若い方が様々な
ことにチャレンジし、また町に活気を取り戻そうと取り組まれ始めたような印象を受
けています。

・今後、運営するにあたり重要になるポイント、特に意識している所は？

　数十年前の運営と時代も変わり、今は宿泊予約を取るのもネットで手軽にできるよ
うになっています。またガイドブックやチラシなどの紙が主であった広報媒体も、SNS
の登場で日本国内にとどまらず海外の方にも手軽に伝えることができる環境が整って
います。そういった時代にあったやり方をまずはしっかりと利用し、安定的に宿泊い
ただける環境をつくることがポイントになると思っています。

・令和元年にあおいもりトレーディングを設立していますが経緯と、メンバーとのきっかけは？

　長い人生、一度は自分自身で起業してみたいという気持ちもあり、田子町に移住し、あおいもりトレーデ
ィングを設立しました。これまで個人事業として活動してきましたが、2024年5月からは法人化させ、株式会
社あおいもりトレーディングとして新たに出発する予定です。現在のメンバーとは、以前から地域での交流
会で親睦を深めてきていました。ロッジカウベルの指定管理者の募集が出た際に、彼らの助けがないと運営
は難しいそうという考えから、一緒に運営しています。

・今後の展望や目標は？

　現在のロッジカウベルは、「寝る」、「食べる」、「自然を楽しむ」というのが武器になっています。これに、
「体験する」、「地元の方と交流する」という武器が加わってくると、さらに魅力のある施設になると考えてい
ます。今年度中に屋外サウナを導入いたしますが、まだまだ体験できるコンテンツも少ないので、役場や地
域の方々とも連携しながら様々なアクティビティを導入していきたいと思います。またそういったアクティ
ビティを通して、観光客と地元の方が交流できる場を設けることも重要だと思っています。

・あおいもりトレーディングの事業内容をお聞かせください

　田子町に「新しい」を創造するをコンセプトに事業を行っています。シンガポールのソウルフード「バク
テー」のスパイス製造販売業、ロッジカウベルを運営する宿泊業、お試し地域おこし協力隊やイベント企画
を行う観光業、田子産品のシンガポールへの輸出業、レンタルスペースを運営する賃貸業など、移住者目線
で田子町で「新しい」と思う生業や、「新しい」やり方で事業を行っています。

五十嵐 孝直さん五十嵐 孝直さん


